
様式第２号(第３条、第６条、第７条及び第８条関係) 

 

事業計画書(実績書) 

 

令和６年３月１３日  

団体名 京都産業大学 

事 業 の 目 的 

(何のために行う事業なの

かなど、事業の趣旨や目的

を記入してください。) 

・学生の地域課題の発見、課題解決の取組みによる「関係人

口」の充実 

・「若者・よそ者」視点による食材や観光資源の魅力の再発

見および学生と地域の小中高生との交流や協働事業の企

画・実施を通じた、地域住民や地域の子どもたちの郷土愛の

向上 

・「若者・よそ者」視点による取り組みによる食材の拡販、

交流人口の拡大 

・地域課題に対する参加学生の課題解決力、提案力の向上 

・大学の地域活動の認知向上 

事 業 の 名 称 京都産業大学むすびわざプロジェクトｉｎあやべ 

事 業 費 

(市 補 助 金) 

１,１０３,１９５円 

（３５３,１９５円） 

補 助 金 の 使 途 

(団体活動のどんな事業経

費に補助金が充当される

か記入してください。) 

当該事業の実施に係る移動経費、印刷経費など 

事 業 実 施 期 日 令和５年７月24日～令和６年３月13日 

事 業 実 施 場 所 綾部市内 

事 業 の 概 要 

(事業の実施方法、内容に

ついて記入してくださ

い。) 

地域課題をもとに、大学生が主体となり、課題の設定・可視

化と解決策の提示を行うとともに、地域の活性化に繋がる取

り組みを実施した。さらに地域と協働して事業化し、検証を

通じて、地域側が自らの課題を再認識し、解決のための行動

を促すシーズを提供した。 

 

【寺崎友芳ゼミ】 

➀京都府綾部市の食材を使用した栗ご飯、米粉パンケーキを

地域住民ともに調理し、提供することで食育や郷土愛の醸成

を推進するとともに、その様子を動画に編集してYoutubeに

て発信し、その効果や課題について分析した。 

②京都府綾部市の観光資源（文化資源やアクティビィティ）

を実際に視察・体験し、その魅力を動画に編集してYoutube

にて発信し、その効果や課題について分析した。 

 

【松本和明ゼミ】 

綾部市役所および市内の企業や団体等へのヒアリング・調査



を行い、地域産業の現状と課題、歴史・文化の継承状況、各

振興策の現況と今後の方向性について学んだ。これらからの

知見とともに文献・資料等の分析をふまえて、地域資源の利

活用を基軸とする活性化プランの作成および情報発信の改

善や新たな取り組みを提案した。 

 

【滋野浩毅ゼミ】 

１ 地域の「関係人口」としての学生創出事業 

全国の地域をフィールドとしている大学のゼミと合同で、綾

部市内をフィールドに調査報告活動を行う「5大学インター

ゼミナール（5大学インゼミ。本学のほか、福知山公立大学、

神戸大学、東北公益文科大学、岩手県立大学」や、「長～い

流しそうめん＆盆踊り大会」（里山ねっと・あやべ主催事業

への参加）を実施した。 

２ 地域の子どもたちとの交流・共育を通じた郷土愛醸成事

業 

綾部の子どもたちが、「探偵」となって地域を調査し、その

調査結果を発表する「綾部こども探偵」を実施した。 

３ 学生による地域の課題解決プロジェクト 

学生たちが認識した地域課題をもとに、地域と協働して複数

の事業を企画立案、実施した。具体的には、あやべオータム

フェスタに出店し、「綾部むすび」を販売し、会場内では、

前年度作成した綾部むすびに関する意識調査や「綾部むすび

MAP」に関するアンケートも実施した。また、水源の里集落

に伝わる伝統食に関する調査を行い、その結果をクリアファ

イルとして作成した。 

また、「綾部の風景を活かした動画作成」や「集落における

ICTの利用に関する調査」「米粉レシピ集」「綾部ツーリン

グマップ」等に取り組んだ。 

補 助 金 の 効 果(成 果) 

(計画書では期待できる効

果を、実績書では得られた

成果を記入してくださ

い。) 

・学生と地域の小中高生との交流や協働事業を通じて、大学

の存在しない地域における若者による地域づくりのきっか

けとなった。 

・学生の卒業論文や報告書、成果物が政策提案や事業化のシ

ーズになった。 

・交流や協働事業を通じて、地域住民による内発的な食材・

観光資源の再発見ができた。また、地域の魅力を動画で発信

した。 

・本事業により、綾部市域と本学との連携強化につながり、

令和６年度以降も相互の持続的成長に向けての取組を継続

して実施することを目指す。 

 




